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［
彙
報
］

平
成
二
十
三
年
度
　大
学
院
文
学
研
究
科

蚪
学
位
論
文
題
目
一
覧

博
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

学
位
記
番
号

氏
　
　
名

博
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

博
（
文
）

甲
第
３
号

吉
村　

悠
介

宮
澤
賢
治
研
究

―〈
羅
須
地
人
協
会
〉と

〈
イ
ー
ハ
ト
ヴ
童
話
〉―

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

宋　
　
　

林

日
系
企
業
に
お
け
る
日
本
人
と
中
国
人
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に
つ
い
て

―
面
子
と
Ｇ
・
ホ
フ
ス
テ
ー
ド
の

４
次
元
の
文
化
差
に
基
づ
く
質
的
調
査
よ
り
―

陳　
　

依
汎

中
国
・
台
湾
の
日
本
語
教
育
に
お
け
る

敬
語
教
育
の
あ
り
方

―
現
代
日
本
人
「
敬
意
表
現
」
使
用
実
態
を
踏
ま
え
て
―

頼　
　

怡
瑄

台
湾
に
お
け
る
日
本
文
化
の
受
容

―
皇
民
化
運
動
期
の
国
語
普
及
運
動
を
中
心
に
―

水
谷　

圭
子

「
読
解
」
の
効
果
的
な
教
育
法
の
一
考
察

―
協
働
学
習
に
よ
る
日
本
語
学
習
者
の

自
律
性
と
の
関
連
で
―

学
位
記
番
号

氏
　
　
名

博
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

博
（
文
）

乙
第
４
号

竹
ヶ
原
康
弘

初
期
鎌
倉
祭
祀
の
研
究

〜
鶴
岡
八
幡
宮
の
本
質
と源

氏
三
代
将
軍
〜

●
博
士
学
位
論
文
（
論
文
博
士
）



153 ［彙報］平成23年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

蚪
授
業
科
目
及
び
担
当
者

●
日
本
文
化
専
攻
博
士（
後
期
）課
程

●
英
米
文
化
専
攻
博
士（
後
期
）課
程

授
業
科
目

担
当
教
員

古
代
文
学
特
殊
研
究
Ⅰ

小
野
寺
靜
子
教
授

古
代
文
学
特
殊
研
究
Ⅱ

小
野
寺
靜
子
教
授

古
代
文
学
特
殊
研
究
Ⅲ

小
野
寺
靜
子
教
授

比
較
文
学
特
殊
研
究
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
研
究
Ⅱ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
研
究
Ⅲ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
教
授

日
本
古
代
中
世
史
特
殊
研
究
Ⅰ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
古
代
中
世
史
特
殊
研
究
Ⅱ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
古
代
中
世
史
特
殊
研
究
Ⅲ

追
塩
千
尋
教
授

仏
教
文
化
史
論
特
殊
研
究
Ⅰ（
禅
文
化
史
論
）
船
岡　

誠
教
授

仏
教
文
化
史
論
特
殊
研
究
Ⅱ（
禅
文
化
史
論
）
船
岡　

誠
教
授

仏
教
文
化
史
論
特
殊
研
究
Ⅲ（
禅
文
化
史
論
）
船
岡　

誠
教
授

近
現
代
史
特
殊
研
究
Ⅰ

郡
司　

淳
教
授

近
現
代
史
特
殊
研
究
Ⅱ

郡
司　

淳
教
授

近
現
代
史
特
殊
研
究
Ⅲ

郡
司　

淳
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

欧
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

濱　

忠
雄
教
授

欧
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

濱　

忠
雄
教
授

欧
米
社
会
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

濱　

忠
雄
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

上
杉　

忍
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

上
杉　

忍
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

上
杉　

忍
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅰ

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅱ

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
研
究
Ⅲ

安
酸
敏
眞
教
授
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●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

小
野
寺
靜
子
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

小
野
寺
靜
子
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

小
野
寺
靜
子
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾
准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅳ

中
村
三
春
講
師

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順
教
授

表
象
文
化
論
特
殊
講
義

大
石
和
久
准
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

中
川
か
ず
子
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

菅　

泰
雄
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

德
永
良
次
教
授

日
本
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

門
脇
誠
一
講
師

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

追
塩
千
尋
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

船
岡　

誠
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

船
岡　

誠
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

船
岡　

誠
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

郡
司　

淳
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

郡
司　

淳
教
授

日
本
歴
史
文
化
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

郡
司　

淳
教
授

日
本
宗
教
思
想
史
特
殊
講
義
Ⅱ

早
島
有
毅
講
師

北
方
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅰ

中
村
英
重
講
師

ア
イ
ヌ
文
化
論
特
殊
講
義

手
塚　

薫
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅰ

須
田
一
弘
教
授

ア
ジ
ア
文
化
論
特
殊
講
義
Ⅱ

李
俊
鎬
講
師
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●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程

授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
社
会
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
社
会
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

岩
崎
ま
さ
み
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

常
見
信
代
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

上
杉　

忍
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ａ
演
習

上
杉　

忍
教
授

英
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ｂ
演
習

上
杉　

忍
教
授

欧
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

濱　

忠
雄
教
授

欧
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

濱　

忠
雄
教
授

欧
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

濱　

忠
雄
教
授

欧
米
歴
史
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

太
田
敬
子
講
師

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

柴
田　

崇
准
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

川
上
武
志
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ａ
演
習

川
上
武
志
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ｂ
演
習

川
上
武
志
教
授

英
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅲ

瀬
名
波
栄
潤
講
師

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ａ
演
習

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
言
語
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ
Ｂ
演
習

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ａ
演
習

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅰ
Ｂ
演
習

安
酸
敏
眞
教
授

欧
米
思
想
文
化
特
殊
講
義
Ⅱ

佐
藤
貴
史
准
教
授
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文
学
研
究
科
教
育
・
研
究
発
表
活
動

◎
二
〇
一
二
年
度
第
一
回
「
全
体
ゼ
ミ
」（
修
士
課
程
二
年
お
よ
び
博

士
課
程
・
中
間
報
告
）
―
七
月
七
日
（
土
）
（
9
：
30
〜
16
：
40
）、

本
学
Ｄ
42
番
教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
二
年
に
在
学
す

る
10
名
お
よ
び
博
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
１
名
の
大
学
院
生
が
、

次
の
よ
う
な
題
目
で
、
修
士
論
文
お
よ
び
博
士
論
文
の
構
想
と
そ

の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加
者
約
40
人
）。

○
修
士
課
程

小
玉
知
輝
「
菅
原
道
真
の
怨
霊
と
そ
の
影
響
」

岩
佐
有
子
「
真
言
立
川
流
の
思
想
的
意
義
」

楊　

紅
敏
「
日
本
語
の
感
謝
場
面
に
お
け
る
感
謝
表
現
の
研
究

―
―
使
用
実
態
と
日
本
語
教
育
へ
の
示
唆
」

李　

涵
明
「
中
国
人
学
習
者
の
日
本
語
授
受
動
詞
の
使
用
に
関

し
て
の
考
察
」

藤
川
清
則
「
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
と
観
光
」

齋
藤
千
代
子
「
遠
藤
周
作
の
文
学
と
信
仰
に
つ
い
て
―『
深
い

河
』
を
中
心
に
―
」

大
原
智
明
「
夏
目
漱
石
の
物
語
に
お
け
る
〈
山
〉」

内
田
幸
子
「
大
伴
旅
人
の
『
讃
酒
歌
』
に
影
響
を
与
え
た
憶
良

と
漢
籍
」

内
平
淳
一
「﹁
わ
れ
逝
く
も
の
の
ご
と
く
﹂
と
は
何
か
―
あ
る

い
は
、
全
体
性
と
個
別
性
の
両
義
性
に
つ
い
て
―
」

山
本
侑
奈
「
美
意
識
と
し
て
の﹁
い
き
﹂―
九
鬼
周
造
『﹁
い
き
﹂

の
構
造
』
批
判
―
」

○
博
士
課
程

塩
濱
健
児
「『
歴
史
主
義
と
そ
の
諸
問
題
』に
お
け
る
ト
レ
ル
チ

の
ヘ
ー
ゲ
ル
像
」

◎
二
〇
一
二
年
度
第
二
回
「
全
体
ゼ
ミ
」（
修
士
課
程
一
年
・
中
間
報

告
）
―
十
一
月
十
日
（
土
）（
10
：
00
〜
12
：
45
）、
本
学
Ｄ
42

番
教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
一
年
に
在
学
す
る
４
名
の

大
学
院
生
が
、
次
の
よ
う
な
題
目
で
、
修
士
論
文
の
構
想
を
発
表

し
た
（
参
加
者
約
40
人
）。

髙
橋　

昭
「
神
仏
習
合
の
発
生
要
因
と
律
令
国
家
」

山
田　

航
「
木
下
利
玄
と
歌
誌
『
日
光
』」

佐
藤
公
美
「A

C
T
F
L
-O
P
I

に
お
け
る
テ
ス
タ
ー
間
の
差
に
つ

い
て
の
考
察
」

大
島
直
樹
「
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
お
け
る
国
際
的
見
地
」
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編
集
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記
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…

◉『
年
報
新
人
文
学
』
第
９
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
追
塩
千
尋
氏
が
論
文
と
研
究
ノ
ー
ト
、
岩
崎
ま
さ
み
氏
が
研
究
ノ
ー
ト
と
書
評
を
そ
れ
ぞ

れ
執
筆
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
容
易
に
わ
か
る
よ
う
に
、
掲
載
予
定
の
記
事
に
大
き
な
変
動
が
複
数
生
じ
ま
し
た
。
右
の
執
筆
者
の
ご
協
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
編
集
子
の
力
が
足
ら
ず
、
本
号
は
掲
載
論
文
数
が
こ
れ
ま
で
で
も
っ
と
も
少
な
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
諸

氏
の
ご
研
鑽
の
成
果
を
十
全
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
い
へ
ん
申
し
わ
け
な
く
思
い
ま
す
。
こ
の
反
省
に
基
づ
い
て
次
号
で
は
編
集

作
業
の
過
程
を
徹
底
的
に
見
直
し
、
改
善
い
た
し
ま
す
。

◉
と
こ
ろ
で
、
右
の
変
動
は
、
編
集
子
の
不
手
際
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
年
報
に
お
い
て
査
読
制
度
が
厳
格
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
証
左
で
も
あ
り
ま
す
。
査
読
に
あ
た
ら
れ
、
貴
重
な
指
摘
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
あ
げ

る
次
第
で
す
。

◉
本
号
で
は
、
は
じ
め
て
「
論
文
」
と
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
両
分
類
に
い
ず
れ
も
横
組
み
記
事
が
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
準
備
は
前
編
集

委
員
に
よ
っ
て
周
到
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ざ
で
き
あ
が
り
を
見
て
み
る
と
、
全
体
の
ペ
ー
ジ
構
成
お
よ
び
投
稿
規
定
に
部
分

的
な
変
更
を
加
え
る
必
要
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
も
次
号
へ
の
課
題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉
巻
頭
言
を
執
筆
さ
れ
た
小
野
寺
靜
子
氏
は
今
年
度
を
か
ぎ
り
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。『
万
葉
集
』、
と
り
わ
け
大
伴
家
持
を
中
心
と
す
る
歌

人
た
ち
の
歌
を
研
究
さ
れ
、
大
学
院
に
お
い
て
も
院
生
た
ち
を
宮
廷
サ
ロ
ン
の
文
学
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
が
論
文
指

導
の
過
程
で（
も
ち
ろ
ん
中
間
発
表
会
後
の
酒
席
に
お
い
て
も
）、
院
生
と
の
あ
い
だ
に
濃
密
な
人
間
関
係
を
醸
成
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
驚
き
と
同
時
に
一
抹
の
う
ら
や
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ど
う
か
今
後
も
引
き
つ
づ
き
学
生
と
も
ど
も
私
た
ち
に
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◉
年
報
の
発
刊
ま
ぢ
か
、
十
二
月
七
日
、
パ
リ
、
ユ
ネ
ス
コ
本
部
で
開
催
中
の
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
・
政
府
間
会
議
に
お
い
て
、
日
本
政

府
が
申
請
し
て
い
た「
那
智
の
田
楽
」が
無
形
文
化
遺
産
代
表
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
、す
で
に
四
十
年
の
歴
史
を
も
つ「
世

界
遺
産
」（「
世
界
の
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」）と
は
別
に
、
無
形
文
化
を
保
護
す
る
た
め
に
運
用
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
も
の
で
す
。
編
集
子
も
日
本
代
表
団
の
一
員
と
し
て
会
議
場
で
そ
の
決
定
を
聞
き
、
他
の
代
表
た
ち
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

（
岩
崎
ま
さ
み
・
大
谷
通
順
）
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『
年
報
新
人
文
学
』投
稿
規
定

一
、『
年
報
新
人
文
学
』
は
、
人
文
学
に
関
す
る
広
範
な
分
野
の
研
究
成
果
を
掲
載
し
、
内
外
の
研
究
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
年
一
回
発
行
を
原
則
と
す
る
。

二
、
投
稿
原
稿
の
著
者
は
、
当
人
文
学
部
及
び
文
学
研
究
科
の
所
属
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

編
集
委
員
会
が
認
め
た
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

三
、
原
稿
は
、
原
則
、
日
本
語
と
し
、
縦
書
き
、
種
類
と
分
量
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
原
著
論
文
で
未
発
表
の
も
の
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
〇
頁
程
度
。

②
研
究
ノ
ー
ト
・
資
料
・
報
告
な
ど
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
〇
頁
程
度
。

③
書
評
な
ど
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
〇
頁
程
度
。

④
そ
の
他
、
編
集
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
も
の
。

四
、
原
稿
は
編
集
委
員
会
で
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
採
否
を
決
定
す
る
。
編
集
委
員
会
は
査
読
結
果
に
基

づ
き
、
原
稿
の
一
部
変
更
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

『
年
報
新
人
文
学
』
編
集
委
員
会


